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キ
ー
ワ
ー
ド
…
引
揚
げ
、
体
験
記
、
文
学
、
実
録

は
じ
め
に

日
本
の
敗
戦
直
前
ま
で
満
洲
国
や
朝
鮮
な
ど
の
地
で
過
ご
し
、
敗
戦
に
よ

っ
て
外
地
で
の
生
活
を
中
断
し
て
、
日
本
に
帰
国
し
た
人
々
は
、
引
揚
者
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
引
揚
者
の
数
は
軍
人
と
民
間
人
を
合
わ
せ
て
、
六
百

万
人
を
超
え
て
い
る(

1)

。
民
間
人
の
う
ち
に
、
六
分
の
一
を
占
め
て
い
る
百

万
人
余
り
が
満
洲
国
か
ら
引
揚
げ
て
き
た
。

周
知
の
通
り
、「
満
洲
国
」
は
建
設
の
時
（
一
九
三
二
年
）
が
唐
突
で
あ
っ

た
が
、
な
く
な
る
時
（
一
九
四
五
年
）
も
唐
突
で
あ
っ
た
。
満
洲
国
に
行
っ

た
人
に
と
っ
て
は
、
最
初
の
「
新
天
地
」
の
夢
を
抱
い
て
、
開
拓
に
苦
労
し

た
の
に
対
し
、
夢
が
破
れ
た
後
の
「
引
揚
げ
」
は
、「
開
拓
」
よ
り
、
よ
り
多

く
の
苦
難
と
戦
い
、
よ
り
辛
い
経
験
を
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
わ
ず

か
十
三
年
余
り
の
短
期
間
の
う
ち
に
、
こ
の
対
照
的
な
経
験
を
し
た
こ
と
は
、

日
本
の
昭
和
時
代
の
歴
史
に
お
い
て
も
、
珍
し
い
こ
と
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
も
し
「
開
拓
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
「
希
望
」
、
「
新
生
」
、
「
協
和
」
な

ど
と
挙
げ
る
な
ら
ば
、
「
引
揚
げ
」
に
つ
い
て
は
、
「
失
望
」
、
「
逃
亡
」
、
「
苦

難
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。「
引
揚
げ
」
に
際
し
て
は
、
戦
勝
者
側
の

暴
力
・
襲
撃
、
同
胞
同
士
の
せ
め
ぎ
合
い
、
道
中
の
不
安
・
恐
怖
、
家
族
と

の
別
れ
、
子
供
に
対
す
る
使
命
感
、
日
本
人
の
分
裂
意
識
、
社
会
的
混
乱
な

ど(

2)

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
引
揚
者
た
ち

は
、
前
進
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
ゆ
く
手
を
阻
む
も
の
が
現
れ
た
。
一
日
も
早
く

祖
国
へ
帰
る
た
め
、
彼
ら
は
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
一
つ
一
つ
戦
わ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

敗
戦
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
六
十
年
余
り
経
っ
た
。
各
地
か
ら
の
「
引

揚
げ
」
に
関
す
る
研
究
は
戦
後
ま
も
な
く
一
九
四
〇
年
代
末
か
ら
始
ま
っ
て

い
る(

3)

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
見
渡
す
と
、
歴
史
学
・
社
会
学
に
よ

る
実
態
研
究
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
文
学
面
に
お
け
る
研
究
は
ま
だ
盛
ん
に

な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
か
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で

「
引
揚
げ
」
を
題
材
と
し
て
、
多
く
の
文
学
作
品
或
い
は
引
揚
げ
体
験
記
が
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発
表
さ
れ
て
い
る
。
文
学
研
究
の
面
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
軽
視
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
文
学
・
記
録
は
六
〇
年
余
り
の
間
で
、
ほ
と
ん
ど

絶
え
ず
発
表
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
。
「
引
揚
げ
」
は
終
わ
っ
て
い
る
が
、
「
引

揚
げ
」
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
る
の
か
に
つ
い
て
、
敗
戦
後
六
十
七
年
を

経
た
今
日
ま
で
、
体
験
者
た
ち
は
引
揚
げ
体
験
を
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
、

ず
っ
と
語
っ
て
き
た
の
だ
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
い
え
ば
、
「
引
揚
げ
」
は
、

ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
文

章
を
整
理
し
、
検
討
す
る
の
か
は
、
大
き
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
を
研
究
す
る
こ
と
す
な
わ
ち
、
日
本
の
昭
和
文
学
に
お
け
る
、「
引

揚
げ
文
学
」
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
こ
と
は
、
な
ま
な
ま
し
い
体
験
を
後
世

に
伝
え
る
二
つ
の
方
法
―
実
録
と
文
学
と
―
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

更
に
は
、「
引
揚
派
」
の
作
家
た
ち
が
戦
後
文
学
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
考
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
満
洲
引
揚
げ
文
学
を
検
討
す
る
前
の
段
階
と
し
て
、
今
ま
で

の
引
揚
げ
文
学
全
般
に
関
す
る
研
究
・
論
評
を
整
理
し
て
み
る
。
そ
し
て
、

私
の
こ
れ
か
ら
の
研
究
の
着
目
点
と
方
向
を
展
望
す
る
。
こ
の
六
十
年
余
り

前
の
日
本
人
の
大
移
動
に
対
し
て
、
体
験
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
目
線
で
こ

の
時
代
を
振
り
返
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
丁
寧
に
あ
と
づ

け
る
こ
と
か
ら
、
自
分
な
り
の
観
点
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。私

は
、
引
揚
げ
文
学
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
、
引
揚
げ
を
伝
え
る
体
験
記

や
引
揚
げ
を
素
材
と
す
る
作
品
の
目
録
を
作
成
中
で
あ
る
。
今
の
段
階
は
ま

だ
十
分
で
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
掲
載
し
な
い
こ
と
と
す
る(

4)

。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
、
引
揚
げ
体
験
記
・
文
学
作
品
を
整
理
し
よ
う
と
す
る

試
み
や
論
評
す
る
動
き
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
次
に
私
は
、
こ
れ
ま

で
の
、
体
験
記
・
文
学
作
品
を
整
理
・
収
録
し
た
シ
リ
ー
ズ
も
の
を
見
直
す

こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
体
験
記
・
文
学
作
品
が
ど
の
よ
う
に
整
理
・
論
評

さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
、
確
認
す
る
。

ま
ず
は
、
い
く
つ
か
の
「
引
揚
げ
」
体
験
記
シ
リ
ー
ズ
を
振
り
返
っ
て
み

よ
う
。

一
、
体
験
記
・
小
説
の
シ
リ
ー
ズ

①

「
昭
和
戦
争
文
学
全
集
」（
一
九
六
五
年
二
月
、
集
英
社
）
村

上
兵
衛
解
説

引
揚
げ
体
験
記
・
文
学
作
品
を
集
成
し
た
も
の
は
、
こ
れ
が
、
最
も
早
い

と
見
ら
れ
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
は
全
部
十
五
巻
＋
別
巻
か
ら
な
っ
て
い
る
。
シ

リ
ー
ズ
名
か
ら
見
れ
ば
わ
か
る
が
、
全
集
は
「
昭
和
」
の
「
戦
争
」
時
代
に

か
か
わ
る
作
品
群
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
敗
戦
二
十
年
を
節
目
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
、
関
連
す
る
文
学
作
品
を
通
し
て
、
昭
和
の
戦
争
を
振
り
返
っ

た
の
で
あ
る
。
戦
争
の
時
代
の
文
学
は
当
然
だ
が
、
敗
戦
後
の
「
引
揚
げ
」

に
も
、
一
巻
分
当
て
ら
れ
た
。
シ
リ
ー
ズ
の
第
十
二
巻
が
『
流
離
の
日
々
』

と
い
う
題
名
で
あ
り
、
引
揚
げ
体
験
に
基
づ
い
た
記
録
・
小
説
が
十
篇
収
録

さ
れ
て
い
る(

5)
。
作
品
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
私
は
各
本
文
の
内
容
を
読
ん

で
か
ら
、
小
説
か
体
験
記
か
を
後
に
添
え
て
み
た
。
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・

武
田
泰
淳
『

蝮
ま
む
し

の
す
え
』
（
小
説
）

・

大
岡
昇
平
『
俘
虜
記
』
（
小
説
）

・

大
日
向
葵
『
マ
ッ
コ
イ
病
院
』
（
体
験
記
）

・

高
杉
一
郎
『
極
光
の
か
げ
に
』
（
体
験
記
）

・

会
田
雄
次
『
ア
ー
ロ
ン
収
容
所
』
（
体
験
記
）

・

佐
藤
亮
一
『
北
京
収
容
所
』
（
体
験
記
）

・

平
野
零
児
『
人
間
改
造
』
（
体
験
記
）

・

藤
原
て
い
『
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
』(

6)

（
体
験
記
）

・

森
繁
久
彌
『
森
繁
故
郷
に
帰
る
』
（
体
験
記
）

・

鎌
田
正
二
『
北
朝
鮮
日
本
人
苦
難
記
』
（
体
験
記
）

村
上
兵
衛
は
巻
末
の
解
説
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
般
的
に
い
っ
て
、
戦
場
は
一
つ
の
極
限
的
な
状
況
で
あ
る
が
、
捕
虜
、

引
揚
げ
、
総
じ
て
「
流
離
の
日
々
」
に
は
、
さ
ら
に
ぎ
り
ぎ
り
の
人
間

体
験
が
織
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
否
応
な
く
、
い
っ
そ
う
深
く
異
な
る
民

族
の
生
活
と
文
化
と
を
観
察
せ
ざ
る
を
得
な
い
機
会
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
同
時
に
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
日
本
人
と
い
う
も
の
の
赤
裸
々
な
姿

を
、
凝
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
き
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
し
ば
し

ば
、
本
能
そ
の
も
の
と
な
っ
た
人
間
の
姿
を
、
思
い
知
ら
さ
れ
る
日
々

で
あ
っ
た
。
（
傍
線
・
崔
。
以
下
同
）

村
上
は
、
引
揚
げ
の
途
中
で
引
揚
者
た
ち
が
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
て
い

る
「
ぎ
り
ぎ
り
の
人
間
体
験
」
を
し
た
と
と
も
に
、
異
民
族
の
文
化
を
凝
視

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
も
追
い
込
ま
れ
た
の
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
「
凝
視
」
は
敗
戦
前
の
「
支
配
者
」
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
お
互
い
に

赤
裸
々
の
姿
で
平
等
の
立
場
に
立
っ
て
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、

こ
の
「
凝
視
」
は
人
間
の
本
能
的
な
も
の
に
直
面
す
る
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。

十
篇
の
中
の
四
篇
は
、
作
者
が
兵
士
と
し
て
捕
虜
と
な
っ
た
経
験
に
よ
っ

た
も
の
で
あ
る
。
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
大
岡
昇
平
―
―
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン

・
大
日
向
葵
―
―
サ
イ
パ
ン
島

・
高
杉
一
郎
―
―
シ
ベ
リ
ア

・
会
田
雄
次
―
―
ビ
ル
マ

ほ
か
の
六
篇
は
満
洲
二
篇
、
上
海
、
北
京
、
太
原
、
朝
鮮
各
一
篇
で
あ
る
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
編
集
者
は
作
品
を
選
択
す
る
時
に
、
敗
戦
後
の
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
に
生
き
る
こ
と
に
必
死
な
日
本
人
の
実
態
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

こ
の
十
篇
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
作
者
た
ち
が
自
分
の
体
験
し
た
そ
の
「
極

限
的
な
状
況
」
を
リ
ア
ル
に
描
い
て
い
る
。
特
に
死
と
隣
り
あ
わ
せ
に
生
き

た
人
間
の
記
録
と
し
て
、
よ
り
真
実
に
迫
る
。
ま
た
、
捕
虜
・
抑
留
生
活
の

中
で
は
、
異
民
族
と
の
接
触
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
描
か
れ
て
い
る
。
作
者
た

ち
は
こ
の
極
限
的
生
活
を
内
部
か
ら
強
く
さ
さ
え
て
い
る
。
人
間
に
対
す
る

愛
情
と
信
頼
の
こ
と
を
読
者
に
伝
え
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
う
。

村
上
の
解
説
は
、
引
揚
げ
に
つ
い
て
、
人
間
的
な
立
場
か
ら
と
ら
え
直
そ
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う
と
い
う
文
学
研
究
の
視
点
か
ら
考
え
始
め
た
も
の
だ
と
私
は
思
う
。

村
上
の
解
説
も
含
め
て
改
め
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
こ
の
十
篇
の
引
揚
げ

の
文
学
の
中
か
ら
、

⑴
異
民
族
と
の
接
触

⑵
人
間
の
本
能
的
な
も
の

と
い
う
大
き
な
点
が
読
み
取
れ
る
。

②

生
き
て
祖
国
へ
（
全
六
冊
）
、（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
一
年
）

こ
れ
は
、
引
揚
げ
の
「
体
験
手
記
」
の
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

シ
リ
ー
ズ
の
各
分
冊
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
、
満
州
篇
（
上
）
「
流
亡
の
民
」

２
、
満
州
篇
（
下
）
「
満
州
さ
・
よ
・
な
・
ら
」

３
、
シ
ベ
リ
ア
篇
（
上
）
「
シ
ベ
リ
ア
の
悪
夢
」

４
、
シ
ベ
リ
ア
篇
（
下
）
「
望
郷
の
叫
び
」

５
、
朝
鮮
篇
「
死
の
三
十
八
度
線
」

６
、
樺
太
篇
「
悲
憤
の
樺
太
」

本
シ
リ
ー
ズ
は
、
新
聞
を
通
じ
て(

7)

全
国
か
ら
募
集
し
た(

8)

引
揚
げ
体
験

手
記
（
文
学
作
品
で
は
な
い
）
の
集
成
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
手
記
の
多
く
は

「
或
る
人
は
赤
裸
々
に
体
験
を
綴
り
、
或
る
人
は
激
情
を
内
に
秘
め
淡
々
と

当
時
を
回
想
す
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
企
画
・
刊
行

し
た
佐
藤
今
朝
夫
は
「
発
刊
に
寄
せ
て
」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

世
界
に
は
数
々
の
悲
劇
の
歴
史
が
あ
る
が
、
出
版
人
の
使
命
と
し
て
、

最
も
悲
惨
な
一
頁
を
加
え
た
こ
れ
ら
の
惨
状
と
、
幾
千
万
犠
牲
者
の
慟

哭
を
、
後
世
に
伝
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。（
中

略
）
戦
争
は
、
生
延
び
た
者
、
死
せ
る
者
、
残
さ
れ
た
者
の
い
ず
れ
に

も
深
い
傷
あ
と
を
残
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
「
忘
れ
た
頃
が
危

険
」
と
い
う
警
句
を
、
読
者
諸
賢
と
と
も
に
心
に
刻
み
た
い
と
切
に
願

う
も
の
で
あ
る
。

一
出
版
者
と
し
て
の
佐
藤
が
、
本
シ
リ
ー
ズ
を
出
版
す
る
こ
と
に
し
た
き

っ
か
け
は
、

・

惨
状
と
慟
哭
の
記
録
化
（
お
よ
び
伝
承
）

・

記
憶
忘
却
へ
の
警
告

・

不
戦
へ
の
祈
り

で
あ
る
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
満
洲
、
朝
鮮
、
樺
太
三
つ
の
篇
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

最
初
の
二
巻
の
「
満
州
」
篇
（
上
・
下
）
の
上
篇
「
流
亡
の
民
」
は
主
に
満

蒙
開
拓
団
の
最
後
と
難
民
た
ち
の
逃
避
行
に
つ
い
て
、
語
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
二
十
四
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
下
篇
は
敗
戦
後
の
満
洲
に
お
け
る
混

乱
の
街
、
収
容
所
に
つ
い
て
の
体
験
手
記
で
あ
り
、
さ
ら
に
下
篇
で
は
、
北

支
と
中
支
か
ら
の
引
揚
げ
体
験
手
記
も
合
わ
せ
て
三
十
一
篇
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
篇
も
二
巻
に
分
け
ら
れ
て
、
上
篇
は
敗
戦
か
ら

抑
留
ま
で
の
体
験
を
中
心
と
し
、
下
篇
は
捕
虜
収
容
所
の
様
子
を
描
く
も
の
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と
帰
国
へ
の
途
中
の
悲
惨
さ
を
語
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
二
篇
と
二
十

一
篇
が
あ
る
。
残
り
の
五
、
六
巻
は
朝
鮮
と
樺
太
に
お
け
る
引
揚
げ
・
抑
留

体
験
記
が
二
十
篇
ご
と
収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
シ
リ
ー
ズ
全
体
と
し
て
、

百
三
十
八
篇
が
あ
る
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
評
価
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
名
も
な
き
庶
民
の
な
ま
な
ま

し
い
体
験
を
表
現
す
る
舞
台
を
提
供
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

体
験
手
記
の
集
成
を
通
じ
て
、
読
者
た
ち
は
引
揚
げ
の
真
実
に
迫
り
、
各
地

方
、
各
年
齢
層
の
引
揚
げ
体
験
者
の
体
験
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

③

満
洲
叢
書
・
祖
国
へ
の
道
―
（
慟
哭
と
感
動
の
満
洲
引
揚
げ

体
験
記
）(

全
七
冊)

（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）

本
叢
書
は
、
戦
後
ま
も
な
く
個
別
に
発
表
さ
れ
た
単
行
本
の
体
験
記
を
集

成
再
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
の
「
生
き
て
祖
国
へ
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
引
揚

げ
地
に
よ
っ
て
篇
を
分
け
て
い
る
の
だ
が
、
本
叢
書
は
引
揚
げ
地
を
満
洲
に

限
定
し
て
い
る
。
七
冊
は
そ
れ
ぞ
れ
、
一
人
の
作
者
が
書
い
た
体
験
記
で
あ

る
。叢

書
の
各
分
冊
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
、
流
民
（
初
版
：
高
橋
是
人
『
流
民
』
（
時
代
社
、
一
九
四
九
年
）
）

２
、
瓦
解
（
初
版
：
成
田
精
雄
『
瓦
解
』
（
北
隆
館
、
一
九
五
〇
年
）
）

３
、
苦
力
に
変
し
て
（
初
版
：
北
川
正
夫
『
ソ
満
抑
留
記
』（
大
雅
堂
、
一
九

四
八
年
）
）

４
、
葫
蘆
島
へ
（
宮
下
二
郎
著
）(

9)

５
、
脱
出
行
（
初
版
：
森
文
子
『
脱
出
行
』
（
開
顕
社
、
一
九
四
八
年
）
）

６
、
奪
わ
れ
て
も
（
初
版
：
米
塚
英
子
『
奪
わ
れ
て
も
』（
講
談
社
、
一
九
五

〇
年
）
）

７
、
満
蒙
開
拓
少
年
義
勇
軍
（
初
版
：
山
田
健
二
『
満
蒙
開
拓
少
年
義
勇
軍
』

（
草
加
幼
稚
園
、
一
九
六
七
年
）
）

「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」
は
②
と
同
じ
く
国
書
刊
行
会
の
佐
藤
今
朝
夫
の
執

筆
で
あ
る
。

私
は
こ
の
惨
憺
た
る
歴
史
の
真
只
中
と
、
ま
さ
か
の
時
に
人
間
の
内
な

る
と
こ
ろ
に
潜
ん
で
い
る
力
と
を
、
後
世
の
人
々
に
伝
え
ん
と
し
て
、

こ
の
数
年
、
終
戦
前
後
の
満
州
を
夢
中
に
な
っ
て
漁
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
総
決
算
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
本
シ
リ
ー
ズ
「
祖
国
へ
の
道
」
と

な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
が
綴
な
し
て
、
一

つ
の
「
満
州
国
瓦
解
記
」
と
な
り
、「
邦
人
引
揚
げ
の
全
貌
」
と
し
て
読

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
構
成
し
ま
し
た
。（
中
略
）
本
シ
リ
ー
ズ
を
刊

行
す
る
に
際
し
、
常
に
人
間
と
は
、
祖
国
と
は
、
生
き
る
と
は
、
を
時

に
は
滂
沱

ぼ

う

だ

の
涙
を
流
し
な
が
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

②
の
シ
リ
ー
ズ
と
同
じ
よ
う
に
、
本
叢
書
も
「
引
揚
げ
の
全
貌
」
を
後
世

に
伝
え
た
い
と
述
べ
、
個
々
の
体
験
を
通
じ
て
、
全
体
的
に
は
「
満
州
国
瓦

解
記
」
と
な
る
よ
う
に
、
引
揚
げ
か
ら
み
た
深
層
的
な
も
の
、
満
洲
国
瓦
解
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に
か
か
わ
る
も
の
を
考
え
た
と
あ
る
。
ま
た
、
引
揚
げ
か
ら
、「
人
間
」
、「
祖

国
」
、
「
生
き
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
に
関
わ
る
重
要
な
テ
ー
マ
を
取

り
上
げ
て
い
る
。

以
上
、
三
つ
の
引
揚
げ
関
係
の
シ
リ
ー
ズ
・
叢
書
を
紹
介
し
た
。
こ
の
三

つ
の
シ
リ
ー
ズ
を
ま
と
め
て
い
う
と
、
①
は
、
最
も
早
い
引
揚
げ
関
係
の
文

学
・
体
験
記
シ
リ
ー
ズ
で
あ
り
、
解
説
者
は
、
引
揚
げ
体
験
記
や
引
揚
げ
小

説
が
、
人
間
は
い
か
に
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
で
過
ご
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
や
、

日
本
人
が
い
か
に
赤
裸
々
の
有
り
様
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
記
し
て
い

る
と
語
っ
て
い
る
。
②
と
③
は
体
験
記
の
集
成
で
あ
り
、
戦
争
が
終
わ
っ
て

か
ら
体
験
者
た
ち
が
な
ま
な
ま
し
く
自
分
の
戦
争
経
験
を
語
り
、
後
世
に
歴

史
を
忘
れ
さ
せ
な
い
よ
う
、
伝
え
よ
う
と
す
る
意
が
強
い
。

こ
の
三
つ
の
シ
リ
ー
ズ
は
引
揚
げ
の
生
の
材
料
を
後
世
に
伝
え
る
使
命
を

持
っ
て
い
る
。「
引
揚
げ
」
と
い
う
尋
常
で
は
な
い
体
験
に
お
い
て
、
文
学
研

究
の
視
点
か
ら
い
え
ば
、
転
換
期
に
お
け
る
人
々
は
い
か
に
生
き
抜
く
の
か
、

こ
の
過
程
に
お
い
て
、
い
か
に
赤
裸
々
の
状
態
で
他
者
を
受
け
止
め
る
と
と

も
に
他
者
に
受
け
止
め
ら
れ
る
か
な
ど
の
問
題
を
見
出
す
の
で
は
な
か
ろ
う

か(

10)

。
ま
た
、
全
体
と
し
て
は
生
々
し
い
体
験
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
の
意

欲
に
満
ち
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
①
に
は
体
験
記
と
文
学
作
品
が
並
べ
て
収

録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
実
録
的
意
欲
と
文
学
的
創
造
精
神
と
の
関
わ
り
を
考

え
よ
う
と
す
る
私
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
①
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が

重
要
な
足
が
か
り
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
数
年
来
の
植
民
地
文
学
研
究
ブ
ー
ム
の
中
で
、
引
揚
げ

文
学
の
問
題
も
次
第
に
研
究
者
た
ち
に
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
研
究
状
況
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
引
揚
げ
文
学
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
一

九
七
〇
年
代
、
引
揚
げ
派
作
家
を
語
る
も
の
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
後
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
引
揚
げ
題
材
の
文
学
作
品
に
対
す
る
研
究

の
動
き
が
あ
っ
た
。
近
年
、「
引
揚
げ
文
学
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
提
唱
す
る

研
究
者
も
出
て
い
る
。
前
の
三
つ
の
シ
リ
ー
ズ
を
含
め
て
、
研
究
者
は
ど
の

よ
う
に
「
引
揚
げ
文
学
」
を
見
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
た
め
に
、
次
に
、

こ
れ
ま
で
引
揚
げ
文
学
に
言
及
し
た
論
評
・
批
評
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

二
、
関
係
論
評
の
整
理

（
１
）
尾
崎
秀
樹
と
川
村
湊

尾
崎
秀
樹
は
戦
後
有
名
な
文
学
評
論
家
で
あ
る
。
彼
は
台
湾
に
生
ま
れ
育

っ
て
、
敗
戦
後
引
揚
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。
彼
の
『
旧
植
民
地
文
学
の
研
究
』

（
勁
草
書
房
、
一
九
七
一
年
）
は
、「
満
洲
」
、「
台
湾
」
、「
朝
鮮
」
な
ど
各
植

民
地
に
お
け
る
文
学
に
つ
い
て
、
検
討
・
論
評
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
六

一
年
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で
の
間
に
発
表
し
た
論
評
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
植
民
地
文
学
を
体
系
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
試
み
だ
と
言
っ
て
も

よ
い
。
引
揚
げ
文
学
・
引
揚
げ
派
作
家
に
つ
い
て
は
、
「
「
外
地
引
揚
派
」
の

発
言
―
歴
史
の
傷
痕
と
か
ら
み
あ
う
作
家
た
ち
」(

11)

と
い
う
評
論
で
取
り
上

げ
て
い
る
。

こ
の
評
論
で
は
尾
崎
は
五
木
寛
之
の
「
外
地
引
揚
派
の
発
想
」
（
「
朝
日
新

聞
」
一
九
六
九
年
一
月
二
十
二
日
）
と
い
う
評
論
を
読
ん
だ
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
作
家
の
「
植
民
地
原
体
験
」
か
ら
発
想
し
、
さ
ら
に
引
揚
げ
派
作
家



現代社会文化研究 No.55 2012 年 12 月

(45)

に
と
っ
て
の
「
引
揚
げ
原
体
験
」
の
意
味
を
語
っ
て
い
る
。
尾
崎
は
植
民
地

時
代
の
日
本
人
に
と
っ
て
の
「
異
様
な
二
重
構
造
」
を
提
示
し
て
い
る(

12)

。

「
そ
の
体
験
は
、
ふ
か
く
こ
こ
ろ
に
刻
ま
れ
れ
ば
刻
ま
れ
る
だ
け
、
胸
の
底

に
沈
潜
し
て
、
言
葉
に
す
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
れ
る
―
―
そ
の
よ
う
な
実
感

で
も
あ
っ
た
の
だ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
実
感
」
は
結
局
、
作
家
た
ち

の
創
作
原
動
力
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
尾
崎
自
身
は
引
揚
げ
派

の
一
人
と
し
て
、
自
分
と
同
世
代
の
作
家
た
ち
へ
の
共
感
を
述
べ
、
引
揚
げ

体
験
を
持
つ
作
家
た
ち
と
い
う
作
家
群
を
新
た
に
認
識
す
べ
き
と
述
べ
て
い

る
。尾

崎
は
、
こ
の
評
論
の
最
後
に
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

日
本
は
敗
戦
後
二
十
数
年
を
へ
た
今
日
で
も
、
ま
だ
旧
植
民
地
問
題
に

つ
い
て
の
精
神
的
決
算
書
を
ま
と
め
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
容
易
な
業

だ
と
は
思
え
な
い
が
、
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
の
位
置
を
、
旧
植
民
地
と

い
う
分
光
器
に
か
け
て
と
ら
え
な
お
す
必
要
は
、
文
学
の
場
合
に
か
ぎ

ら
ず
重
要
な
こ
と
な
の
だ
。

〈
私
た
ち
の
世
代
の
後
遺
症
〉
は
、
ふ
か
く
歴
史
の
傷
痕
と
か
ら
み
あ

っ
て
い
る
。

尾
崎
は
旧
植
民
地
の
視
点
か
ら
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
の
位
置
づ
け
問
題
を

考
え
直
す
必
要
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
社
会
・
歴
史
の
面
は
も
ち

ろ
ん
、
文
学
的
に
と
ら
え
直
す
必
要
性
も
十
分
に
認
識
す
べ
き
の
だ
と
述
べ

て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
旧
植
民
地
問
題
の
総
決
算
は
各
分
野
の
研
究
に

支
え
ら
れ
て
、
文
学
研
究
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
一
環
だ
と
指
摘
し
て

い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
本
の
あ
と
が
き
「
遅
す
ぎ
た
発
言
」
に
は
、
尾
崎
は
自
分

の
体
験
を
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
の
な
か
で
、
自
分
は
や
は
り
日
本
人
な
の
だ
、
と
い
っ
た
自
覚
が
な

さ
れ
た
の
は
、
八
月
十
五
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

単
な
る
敗
戦
体
験
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
と
き
の
体
験
は
、

ふ
た
つ
の
意
味
で
私
に
と
っ
て
は
重
要
な
も
の
を
ふ
く
ん
で
い
た
。

ひ
と
つ
は
自
分
も
や
っ
と
日
本
人
な
み
に
あ
つ
か
っ
て
も
ら
え
る
と
い

っ
た
喜
び
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
私
が
育
っ
て
き
た
土
地
は
、
結

局
は
日
本
の
異
国
だ
っ
た
と
い
う
思
い
に
も
と
づ
く
も
の
だ
っ
た
。

引
用
の
通
り
、
引
揚
げ
者
た
ち
は
確
か
に
敗
戦
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な

微
妙
な
立
場
に
放
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
引
揚
げ
者
全
体
の

心
に
起
こ
っ
た
葛
藤
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
「
葛
藤
」
は
長
い
間
、

続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
次
の
本
田
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
も
窺
え
る
。
）

そ
の
後
一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、「
満
洲
文
学
」
研
究
の
代
表
者
と
見
ら
れ

る
川
村
湊
は
、
引
揚
げ
派
作
家
や
、
引
揚
げ
に
関
わ
る
作
品
に
つ
い
て
、
多

く
の
論
評
を
発
表
し
て
い
る
。
彼
の
「
満
洲
文
学
」
に
関
わ
る
著
書
と
論
評

は
年
代
順
に
並
べ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

ア
．
『
異
郷
の
昭
和
文
学
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
十
月
）
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イ
．
「
『
満
洲
文
学
』
研
究
の
現
状
」
（
『
植
民
地
と
文
学
』
所
収
、
オ
リ
ジ
ン

出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
三
年
五
月
）

ウ
．
『
戦
後
文
学
を
問
う
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
一
月
）

エ
．
『
文
学
か
ら
見
る
「
満
洲
」
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
十
二
月
）

オ
．
『
満
洲
国
―
砂
上
の
楼
閣
「
満
洲
国
」
に
抱
い
た
野
望
』
（
現
代
書
館
、

二
〇
一
一
年
四
月
）

『
異
郷
の
昭
和
文
学
』
の
中
で
は
、「
Ｖ

子
供
た
ち
の
満
州
」
と
「
終
章

見
え
な
い
国
境
線
」
の
章
で
、
引
揚
げ
及
び
引
揚
げ
に
関
わ
る
文
学
作
品
な

ど
に
触
れ
て
い
る
。
川
村
は
、
当
時
の
満
洲
に
生
ま
れ
、
育
ち
、
そ
し
て
引

揚
げ
て
き
た
子
供
の
視
線
か
ら
彼
ら
に
と
っ
て
の
植
民
地
、
戦
争
、
引
揚
げ

と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
作
品
を
紹
介
し
な
が
ら
、
問
い

直
す
の
で
あ
る
。
川
村
は
三
木
卓
、
宮
尾
登
美
子
、
安
部
公
房
と
木
山
捷
平

の
作
品
を
取
り
上
げ
た
。
結
論
的
な
も
の
と
し
て
は
、
満
洲
で
生
ま
れ
育
っ

た
世
代
が
、「
異
郷
と
し
て
の
故
郷
」
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
体
験
を
し

た
世
代
で
あ
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

自
分
た
ち
が
故
郷
を
目
指
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
た
ど
り
着

い
た
と
こ
ろ
は
、
や
は
り
「
異
郷
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
体

験
を
し
た
世
代
だ
。
こ
れ
は
故
郷
に
帰
り
つ
い
た
と
い
う
彼
ら
の
父
母

や
祖
父
母
の
世
代
と
は
、
明
ら
か
に
異
な
っ
た
精
神
環
境
に
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
。
故
郷
を
喪
失
し
た
人
た
ち
の
故
郷
。
引
揚
げ
世
代
の
少

年
少
女
た
ち
の
「
昭
和
」
は
、
あ
る
い
は
「
戦
後
」
は
、
そ
う
し
た
〝

異
郷
と
し
て
の
故
郷
〟
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

川
村
は
「
引
揚
げ
」
文
学
作
品
の
特
質
を
少
年
少
女
と
い
う
独
特
の
視
点

か
ら
と
ら
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
分
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
が
「
故
郷
」
で

あ
る
が
、
満
洲
に
生
れ
た
少
年
少
女
は
、
時
代
に
翻
弄
さ
れ
、
自
分
が
育
っ

た
と
こ
ろ
で
は
な
い
「
故
郷
」
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
指
摘
し

て
い
る(

13)

。
引
揚
げ
途
中
の
「
少
年
少
女
」
た
ち
は
上
の
世
代
と
の
「
祖
国
」

に
対
す
る
ま
っ
た
く
異
な
る
受
け
止
め
方
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
知

ら
な
い
う
ち
に
、
引
揚
げ
体
験
は
そ
の
時
代
の
少
年
少
女
の
心
を
傷
つ
け
て

い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
終
章
で
は
、
引
揚
げ
文
学
も
含
め
て
、「
満
州
文
学
」
の
昭
和
文

学
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
述
べ
て
い
る
。

〈
満
洲
文
学
〉
は
日
本
の
近
代
文
学
、
昭
和
文
学
の
鬼
子
で
あ
っ
た
と

い
う
よ
り
は
、
そ
の
嫡
子
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
。
昭
和
文
学
の
一

つ
の
傍
系
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
で
は
な
く
、
本
気
で
演
じ
ら
れ
よ
う
と

し
た
真
剣
な
舞
台
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
か
ら
、
私

は
こ
の
本
の
主
題
を
と
ら
え
な
お
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
満
州
の
「
開
拓
」
と
「
引
揚
げ
」
と
い
う
二
つ
の
現
象
は
、

昭
和
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
一
つ
の
「
国
」
を
造
る
こ
と
と
、
そ
れ
を

壊
す
こ
と
と
い
う
、
二
つ
の
未
曾
有
の
経
験
を
強
い
た
。
そ
れ
は
「
昭

和
」
の
前
半
と
い
う
、
特
定
の
時
期
に
限
定
さ
れ
た
経
験
で
は
な
く
、
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戦
後
―
―
す
な
わ
ち
昭
和
の
後
半
期
に
お
い
て
も
大
き
な
意
味
を
持
っ

て
い
た
。

引
用
か
ら
分
か
る
通
り
、
満
洲
国
の
「
開
拓
」
や
「
引
揚
げ
」
は
、
昭
和

の
文
学
に
極
め
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
川
村
は
言
っ
て
い
る
。

ま
た
、
川
村
は
「
開
拓
」
と
「
引
揚
げ
」
が
昭
和
の
後
半
期
で
も
意
味
深
い

と
ま
と
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
引
揚
げ
て
き
た
少
年
少
女
た
ち
が
昭
和
の
後

半
に
生
き
て
、
自
分
の
か
つ
て
の
体
験
を
文
字
化
し
て
、
後
世
に
伝
え
た
い

と
考
え
た
の
で
あ
る
。

川
村
の
こ
の
論
評
は
、「
引
揚
げ
」
に
関
わ
る
文
学
問
題
を
文
学
研
究
の
視

線
で
取
り
上
げ
た
も
の
と
い
え
る
。
引
揚
げ
て
き
た
少
年
少
女
た
ち
に
は
故

郷
の
喪
失
と
と
も
に
、
国
家
や
制
度
に
対
し
て
、
不
信
感
が
生
じ
て
い
る
。

引
揚
げ
体
験
が
彼
ら
に
教
え
た
こ
と
は
自
分
自
身
を
守
り
、
主
張
す
る
も
の

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
川
村
は
、
引
揚
げ
小
説
を
出
発
点
と
し
て
、
こ
こ

か
ら
生
じ
た
個
人
と
国
家
、
異
郷
と
故
郷
の
問
題
を
深
く
考
え
た
の
だ
と
見

ら
れ
る
。

次
に
、
川
村
は
『
戦
後
文
学
を
問
う
』
の
序
章
の
最
初
の
文
で
、「
日
本
の

戦
後
文
学
は
、「
帰
る
」
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
」
と
、
一
言
で
日
本
戦
後
文
学

の
出
発
点
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。

敗
戦
に
と
も
な
い
、
日
本
の
植
民
地
、
占
領
地
に
住
み
つ
い
て
い
た
人
た

ち
、
そ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
た
ち
、
戦
場
へ
出
征
し
て
い
っ
た
兵
士
た
ち

は
、
み
ん
な
、
日
本
へ
「
帰
る
」
こ
と
を
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
つ
ま

り
、
戦
争
後
、
外
地
に
い
る
日
本
人
た
ち
は
一
番
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

の
は
「
帰
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
戦
後
文
学
の
語
ら

ざ
る
を
得
な
い
テ
ー
マ
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、『
満
洲
国
―
砂
上
の
楼
閣
「
満
洲
国
」
に
抱
い
た
野
望
』
で
は
、

引
揚
げ
関
係
の
文
学
活
動
や
作
家
を
簡
単
に
紹
介
す
る
部
分
が
あ
る
。
川
村

の
評
論
は
「
引
揚
げ
」
そ
の
も
の
の
歴
史
環
境
や
実
態
研
究
で
は
な
く
、
引

揚
げ
関
係
の
文
学
作
品
の
読
解
・
検
討
に
視
点
を
置
い
て
い
る
。
彼
は
引
揚

げ
派
作
家
に
よ
る
引
揚
げ
文
学
作
品
に
注
目
し
、
作
品
中
の
主
人
公
を
通
じ

て
、
作
者
は
人
生
に
お
け
る
ど
ん
な
テ
ー
マ
を
語
り
た
が
っ
た
の
か
な
ど
を

検
討
し
始
め
た
。
ま
た
、
満
洲
文
学
の
一
環
と
し
て
の
満
洲
引
揚
げ
作
品
・

小
説
の
特
質
の
問
題
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

以
上
の
尾
崎
と
川
村
の
研
究
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
尾
崎
は
一
九
六
〇
年

代
末
引
揚
げ
派
作
家
を
視
野
に
入
れ
は
じ
め
た
き
っ
か
け
に
、
引
揚
げ
派
作

家
に
と
っ
て
の
「
引
揚
げ
原
体
験
」
の
意
味
を
語
っ
て
い
る
。
こ
の
「
原
体

験
」
は
作
家
た
ち
の
原
動
力
に
な
っ
た
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
評
論
は

尾
崎
の
旧
植
民
地
文
学
関
係
の
研
究
著
書
に
収
録
し
、
尾
崎
が
こ
の
「
引
揚

げ
派
作
家
」
の
問
題
を
植
民
地
文
学
と
関
連
付
け
て
考
え
て
い
る
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。
川
村
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
期
、
改
め
て
「
満
洲
文
学
」
の
研

究
を
提
起
し
、
そ
の
中
で
満
洲
引
揚
げ
を
題
材
に
し
た
作
品
を
文
学
研
究
の

視
線
で
、
検
討
し
て
き
た
。
ま
た
、
引
揚
げ
の
体
験
は
日
本
の
戦
後
文
学
の

出
発
点
と
の
位
置
づ
け
も
改
め
て
指
摘
し
た
。
尾
崎
が
引
揚
げ
関
係
の
作

家
・
文
学
の
問
題
の
糸
口
を
見
つ
け
た
と
い
え
ば
、
川
村
は
こ
の
問
題
を
さ

ら
に
深
く
掘
り
下
げ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
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（
２
）
成
田
龍
一

岩
波
講
座
・『
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
４
』「
帝
国
の
戦
争
経
験
」（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
六
年
二
月
）
の
中
で
、
成
田
の
引
揚
げ
に
関
す
る
論
評
「
引
揚
げ
と

抑
留
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
本
稿
と
関
わ
る
「
引
揚
げ
」
の
部

分
に
注
目
し
た
い
と
思
う
。

こ
の
論
文
で
は
引
揚
げ
の
実
態(

14)

を
細
く
検
討
し
て
い
る
。
「
引
揚
げ
」

に
は
ど
の
よ
う
な
「
体
験
」
が
あ
っ
た
の
か
を
、
藤
原
て
い
、
牛
島
春
子
、

望
月
百
合
子
の
書
い
た
満
洲
か
ら
の
引
揚
げ
を
題
材
と
し
た
体
験
手
記
（
文

学
作
品
）
か
ら
抽
出
し
て
い
る(

15)
。

藤
原
て
い
の
手
記
に
つ
い
て
、
全
編
を
貫
く
の
は
、
「
母
と
し
て
の
責
任
」

で
あ
る
。
こ
の
使
命
感
と
同
時
に
遂
行
に
と
も
な
う
疲
労
や
困
難
も
表
現
し

て
い
る
と
成
田
は
ま
と
め
て
い
る
。

牛
島
春
子
の
場
合
、
小
説
作
品
群
の
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
引
揚
げ
の
移
動

の
過
程
を
分
節
し
て
描
く
。
全
編
を
貫
く
の
は
、
敗
戦
後
の
「
満
洲
」
で
か

つ
て
の
支
配
者
で
あ
っ
た
日
本
人
が
味
わ
っ
た
の
が
「
恐
怖
」
や
「
不
安
」

で
あ
り
、
ま
た
、「
移
動
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
「
暴
力
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
主

人
公
を
と
り
ま
く
人
間
の
有
り
様
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
藤
原
と

違
う
の
は
、
敗
戦
後
の
女
性
た
ち
の
も
つ
あ
る
種
の
「
解
放
感
」
を
記
し
、

悲
惨
さ
を
強
調
す
る
こ
と
は
な
い
と
成
田
は
述
べ
て
い
る
。

望
月
は
、
満
洲
の
地
に
居
住
し
、
引
揚
げ
の
当
事
者
で
は
な
い
視
線
か
ら
、

敗
戦
前
後
の
人
々
の
様
子
を
書
き
と
め
た
。
そ
し
て
、
ソ
連
軍
の
「
暴
行
」
、

「
略
奪
」
を
繰
り
返
し
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
望
月
が
批
判
し
た
の
は
、

ソ
連
軍
の
暴
行
だ
け
で
は
な
い
。
「
日
本
人
」
の
分
裂
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
望
月
は
満
洲
に
残
留
す
る
こ
と
を
決
意
し
、「
日
本
人
と
し
て
の

自
信
を
す
っ
か
り
失
い
果
て
て
い
た
」
満
洲
に
い
る
日
本
人
を
励
ま
す
と
こ

ろ
で
、
手
記
を
終
え
た
。

一
九
七
〇
年
前
後
、
東
ア
ジ
ア
の
新
た
な
政
治
秩
序
に
よ
っ
て
、「
引
揚
げ
」

に
関
し
て
は
、
あ
ら
た
め
て
考
察
し
始
め
る
動
き
が
あ
っ
た
。
と
成
田
は
述

べ
て
い
る
。
そ
の
特
色
と
し
て
、
表
現
形
式
と
い
え
ば
、
体
験
記
に
と
ど
ま

ら
ず
、
小
説
や
詩
、
絵
画
な
ど
も
現
れ
た
と
示
し
て
い
る
。
テ
ー
マ
に
お
け

る
違
い
と
い
え
ば
、「
戦
後
の
日
本
を
批
判
す
る
ま
な
ざ
し
を
有
し
、
し
ば
し

ば
、
実
存
的
な
問
い
か
け
を
お
こ
な
う
こ
と
と
も
な
っ
た
」
と
成
田
が
ま
と

め
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
代
で
は
、
尾
崎
も
提
示
し
て
い
た
「
植
民
地
二

世
」
の
こ
と
を
成
田
も
注
目
し
、
朝
鮮
か
ら
引
揚
げ
て
き
た
森
崎
和
江
の
エ

ッ
セ
イ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
最
後
の
ま
と
め
と
し
て
は
、
森
崎
の
よ
う
な

「
引
揚
げ
二
世
」
が
語
ろ
う
と
す
る
の
は
、「
戦
後
」
や
「
日
本
」
の
時
間
・

空
間
へ
の
異
和
感
で
あ
り
、
被
害
者
意
識
よ
り
も
加
害
者
意
識
を
強
調
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
成
田
が
述
べ
て
い
る
。「
帝
国
が
行
使
し
た
暴
力
に
無

関
心
な
戦
後
社
会
」
へ
の
批
判
意
識
は
、
こ
の
時
期
と
一
九
五
〇
年
代
の
体

験
手
記
と
最
も
目
立
っ
た
特
徴
だ
と
成
田
は
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
考
察
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
引
揚
げ
体
験
記
の
記
述
は
、
敗

戦
―
戦
後
の
秩
序
に
相
応
す
る
形
で
行
わ
れ
、
た
ん
に
日
本
帝
国
の
敗
戦
に

と
も
な
う
「
境
界
」
の
崩
壊
を
表
現
し
て
い
る
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
と
成

田
が
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
膨
大
な
体
験
記
の
中
で
は
、「
帝
国
と
植
民
地

体
験
の
記
述
が
少
な
い
う
え
に
、
自
覚
的
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
な
か
な

か
帝
国
意
識
を
払
拭
し
き
れ
て
い
な
い
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
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成
田
は
、
引
揚
げ
の
実
態
を
全
体
的
に
把
握
し
た
上
で
、
文
学
作
品
（
手

記
）
の
中
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
を
抜
き
出
し
、
考
察
し
て
い
る
。
史
実

を
確
認
し
て
か
ら
、
文
学
作
品
に
基
づ
き
、
文
学
に
お
け
る
歴
史
事
件
の
描

か
れ
方
を
注
目
し
、
描
写
の
中
か
ら
、
引
揚
げ
の
有
り
様
を
見
つ
め
る
と
い

う
方
法
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
成
田
の
論
文
を
も
と
に
し
て
、
私
は
次
の
よ
う
に
自
分
の
観

点
か
ら
、
問
題
を
設
定
し
た
い
と
思
う
。

㋑

取
り
上
げ
た
三
人
の
作
家
（
記
者
）
の
手
記
（
文
学
作
品
群
も
含
む
）

で
は
引
揚
げ
途
中
に
お
け
る
女
性
主
人
公
の
描
か
れ
方
の
相
違
点
を
指

摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
、
問
題
意
識
は
、
文
学
研
究
に
お
い

て
も
、
大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

㋺

三
人
の
作
家
の
手
記
（
作
品
）
を
分
析
す
る
際
、
藤
原
て
い
の
「
責
任

感
」
、
牛
島
の
「
解
放
感
」
、
望
月
の
「
日
本
人
の
分
裂
」
と
そ
れ
ぞ
れ

ま
と
め
て
い
る
。
成
田
の
指
摘
し
た
こ
れ
ら
の
作
品
中
に
現
れ
た
要
素

は
文
学
研
究
に
も
参
考
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
私
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
、
主
人
公

は
な
に
ゆ
え
解
放
感
を
生
じ
た
の
か
、
こ
の
解
放
感
は
主
人
公
に
と
っ

て
ど
ん
な
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
な
ど
、
文
学
的
手
法
で
検
討
で

き
る
と
思
う
。

㋩

一
九
七
〇
年
前
後
の
引
揚
げ
二
世
―
―
森
崎
和
江
の
エ
ッ
セ
イ
に
つ
い

て
、
成
田
は
「
被
害
者
意
識
と
加
害
者
意
識
に
お
け
る
、
後
者
の
意
識

の
強
調
で
あ
る
」
と
読
み
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
引
揚
げ
二
世
に

関
す
る
評
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
が
な
か
っ
た
。
こ
の
認
識
を
踏

ま
え
て
、
引
揚
げ
二
世
の
書
い
た
も
の
の
独
自
性
に
つ
い
て
も
、
改
め

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
三
点
の
通
り
、「
引
揚
げ
」
に
お
け
る
文
学
的
考
察
を
行
う
の
は
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
３
）
植
民
地
文
化
・
引
揚
げ
に
関
す
る
特
集

次
は
植
民
地
文
化
に
関
す
る
雑
誌
・
特
集
を
紹
介
す
る
。

▲

「
植
民
地
文
化
研
究
」
（
研
究
誌
）
（
不
二
出
版
、
年
一
回
発
刊
）

▲

「
文
学
」
特
集
〈
被
占
領
下
の
言
語
空
間
〉（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年

九
月
）

▲

「
ア
ジ
ア
遊
学
」(

16)

特
集
〈
帝
国
崩
壊
と
ひ
と
の
再
移
動--

引
揚
げ
、

送
還
、
そ
し
て
残
留
〉
一
四
五
号
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
九
月
）

「
植
民
地
文
化
研
究
」
で
は
、「
豊
富
な
資
料
と
犀
利
な
分
析
で
近
代
日
本

の
あ
ゆ
み
を
地
球
的
視
野
か
ら
、
と
く
に
亜
細
亜
太
平
洋
の
視
野
か
ら
捉
え

な
お
す
研
究
誌
」
と
書
い
て
あ
る
。
内
容
的
に
い
う
と
、
戦
中
に
お
け
る
日

本
植
民
地
文
化
・
文
学
を
中
心
と
す
る
研
究
誌
で
あ
る
。
創
刊
号
か
ら
二
〇

一
二
年
七
月
発
刊
し
た
十
一
号
ま
で
、「
満
洲
国
文
化
の
性
格
」
と
「
近
代
の

日
本
と
台
湾
」
と
い
う
二
つ
の
「
特
集
」
が
連
載
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に

は
、
朝
鮮
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
植
民
地
文
化
に
か
か
わ

る
論
評
も
あ
る
。
こ
の
十
二
号
を
全
体
的
に
見
渡
す
と
、
や
は
り
戦
中
を
中

心
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
引
揚
げ
問
題
な
ど
の
敗
戦
後
の
問
題
に
つ
い
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て
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。

次
の
「
文
学
」
の
特
集
は
主
に
占
領
下
の
検
閲
問
題
と
、
被
占
領
下
の
戦

後
の
日
本
文
学
の
行
方
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
ア
ジ
ア
遊
学
」
の
特
集
で
は
、
満
洲
、
台
湾
、
朝
鮮
、
南
洋
な
ど
か
ら

の
引
揚
げ
者
の
体
験
記
や
、
研
究
者
の
論
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
敗
戦
に

よ
る
引
揚
げ
、
送
還
或
い
は
残
留
問
題
な
ど
、
戦
後
の
人
の
再
移
動
に
つ
い

て
、
幅
広
く
収
録
し
て
い
る
が
、
引
揚
げ
に
関
す
る
文
学
問
題
に
言
及
し
て

い
な
い
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
は
、
引
揚
げ
に
関
す
る
論
評
は
数
多
く
あ
る
が
、
ほ
ぼ

歴
史
関
係
、
社
会
関
係
か
ら
考
察
す
る
も
の
な
の
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら

の
分
野
の
論
評
を
列
挙
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
３
）
研
究
論
文
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

次
は
単
発
の
研
究
論
文
を
見
よ
う
。
引
揚
げ
文
学
、
ま
た
は
引
揚
げ
た
文

化
人
に
つ
い
て
、
書
い
た
の
は
、



本
田
靖
春
「
日
本
の
〝
カ
ミ
ュ
〟
た
ち
―
―
「
引
揚
げ
体
験
」
か
ら
作

家
た
ち
は
生
れ
た
」(

特
別
企
画

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ)

（
「
諸
君
」

十
一
巻
七
号
、
一
九
七
九
年
七
月
）



西
原
和
海
「
戦
後
日
本
の
満
洲
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク-

-

引
揚
げ
文
化
人
を
中

心
に
」
（
「
社
会
文
学
」
十
七
号
、
二
〇
〇
二
年
）



朴
裕
河
「
引
揚
げ
文
学
論
序
説
―
戦
後
文
学
の
わ
す
れ
も
の
」（
「
日
本

学
報
」
第
八
一
輯
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
）

な
ど
が
あ
る
。

順
に
内
容
を
紹
介
し
て
み
る
。

⒜
本
田
の
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て

本
田
の
特
別
企
画
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
文
学
界
・
漫
画
界
・
映
画
界
で
活

躍
し
て
い
る
作
家
、
漫
画
家
、
脚
本
家
（
監
督
）
の
中
か
ら
「
旧
植
民
地
育

ち
の
引
揚
者
十
六
人
」
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
「
表
現
者
」
の
心
に
お
け
る
「
引
揚
げ
」
の
重
い
存
在
に
つ

い
て
、
本
田
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

偶
然
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
は
一
人
一
人
の
深
部
に
引

揚
げ
体
験
が
重
苦
し
く
わ
だ
か
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て

各
自
の
表
現
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
そ
の
「
後
遺
症
」
で
あ
る
に
違
い

な
い
。

本
田
は
、
引
揚
げ
体
験
が
こ
れ
ら
の
引
揚
げ
文
化
人
に
与
え
た
人
生
に
お

け
る
重
さ
を
「
後
遺
症
」
と
表
現
し
て
い
る
。
い
く
ら
時
間
が
経
っ
て
も
忘

れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
引
揚
げ
が
彼
ら
の
頭
に
刻
み
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
対
象
者
は
昭
和
三
年
か
ら
昭
和
十
二
年
ま
で
の
生
ま

れ
の
人
に
限
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
引
揚
げ
体
験
が
「
少
年
期
」
で
あ
る

こ
と
を
前
提
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
川
村
の
語
っ
た
「
子
供
た
ち
の
満
州
」

と
同
じ
意
味
が
あ
る
と
私
は
思
う
。

⒝
西
原
の
論
評
に
つ
い
て
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西
原
の
論
で
は
、
満
洲
か
ら
引
揚
げ
て
き
た
文
化
人
が
、
戦
後
日
本
に
お

い
て
、
特
別
な
存
在
だ
と
認
識
し
、
こ
れ
ら
の
文
化
人
の
自
身
の
体
験
が
、

戦
後
日
本
の
文
学
・
漫
画
・
映
画
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

影
響
を
広
げ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
七
点
の
文
芸
同
人
雑
誌(

17)

を
紹
介
し
、
引
揚
げ
満
洲
文
化
人
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
編
成
の
様
態
を
探

っ
て
み
た
。
こ
れ
ら
の
文
化
人
は
戦
後
日
本
の
各
分
野
に
お
い
て
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
相
当
の
社
会
的
影
響
力
・
支
配
力
を
も
つ
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

⒞
朴
の
論
文
に
つ
い
て

朴
は
こ
の
論
で
、「
引
揚
げ
文
学
」
概
念
の
不
在
を
指
摘
し
、
文
学
辞
典
や

研
究
書(

18)

の
類
の
中
に
は
〈
引
揚
げ
〉
に
関
し
て
は
皆
無
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
外
地
で
少
年
時
代
を

過
ご
し
た
作
家
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
文
学
賞
を
受
賞
し
た
状
況
を
も
確
認

し
た
。
そ
の
後
本
田
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
の
文
化
人
の
発
言
を
引
用
し
、

「
引
揚
げ
者
の
意
識
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
最
後
は
、
「
引
揚
げ
と
女
性
」

の
視
点
か
ら
、
引
揚
げ
文
学
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
も
少
し
触
れ
て
い

る
。
ま
た
、
戦
後
の
日
本
文
学
を
考
え
る
糸
口
と
し
て
、
引
揚
げ
文
学
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
文
学
的
研
究
が
少
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。
こ
れ
は
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
よ
り
、「
引
揚
げ
文
学
」
と
い
う
概
念
を
明
ら
か
に
意
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
挙
げ
て
い
る
三
つ
の
論
評
の
中
の
二
つ
、
西
原
と
本
田
の
論
文
は
、

主
に
満
洲
か
ら
の
引
揚
げ
派
文
化
人
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
朴
の
論
文

は
「
引
揚
げ
文
学
」
を
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
初
め
て
提
唱
し
た
も
の
と
見
ら
れ

る
。以

上
挙
げ
た
単
発
論
文
を
ま
と
め
て
い
う
と
、
引
揚
げ
文
学
は
、
一
九
七

〇
年
代
か
ら
、
徐
々
に
研
究
者
の
視
野
に
入
り
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

か
つ
て
の
引
揚
者
で
あ
る
現
在
の
文
化
人
（
作
家
、
漫
画
家
な
ど
）
の
集
団

は
、
同
じ
体
験
に
よ
っ
て
、
戦
後
か
ら
何
十
年
以
上
経
っ
て
も
お
互
い
に
心

の
中
の
か
つ
て
の
重
い
思
い
に
共
感
を
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
見
て
き
た
引
揚
げ
文
学
に
か
か
わ
る
著
書
や
論
評
に
つ
い
て

ま
と
め
て
み
た
い
と
思
う
。

一
九
七
〇
年
代
か
ら
、
引
揚
げ
派
作
家
が
注
目
さ
れ
始
め
、
こ
れ
ら
の
作

家
た
ち
の
特
質
を
ま
と
め
た
研
究
が
出
は
じ
め
た
。

川
村
な
ど
の
研
究
者
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
、
満
洲
文
学
の
問
題
を
考
え

な
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
昭
和
文
学
の
要
素
と
し
て
取
り
上
げ
始
め
た
の
で

あ
る
。
そ
の
中
で
、
引
揚
げ
作
品
に
つ
い
て
も
、
注
目
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
る
と
、「
引
揚
げ
文
学
」
と
い
う
概
念
は
同
じ

戦
争
関
連
の
原
爆
文
学(

19)

や
反
戦
文
学(

20)

と
違
っ
て
、
文
学
ジ
ャ
ン
ル
と
し

て
の
独
自
性
が
ま
だ
、
研
究
者
に
十
分
に
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
戦
後
文
学

に
お
い
て
も
、
旧
植
民
地
文
学
に
お
い
て
も
、「
引
揚
げ
文
学
」
の
重
要
性
を

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

朴
の
研
究
は
、
本
研
究
と
関
わ
る
部
分
が
あ
る
か
ら
、
次
の
節
で
も
う
一

度
取
り
上
げ
て
み
る
。
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三
、
「
引
揚
げ
文
学
」
の
提
起
―
―
文
学
と
実
録

朴
は
、
「
引
揚
げ
文
学
」
の
概
念
の
不
在
を
強
調
し
た
上
で
、
「
引
揚
げ
文

学
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
日
本
の
戦
後
文
学
に
引
揚
げ
体
験
お
よ
び
引
揚
げ
体
験
の

後
遺
症
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
素
材
を
取
り
扱
っ
た
表
現
者
た
ち
が
多
数
存

在
し
た
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
、
彼
ら
の
試
み
を
「
引
揚
げ
文
学
」
と

命
名
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
「
引
揚
げ
文
学
」
が
戦
後
日
本
と
日
本

文
学
を
考
え
る
際
極
め
て
重
要
な
立
脚
点
に
な
り
う
る
と
い
う
前
提
の

上
に
、
「
引
揚
げ
文
学
」
の
概
略
図
を
示
し
て
お
き
た
い
。

川
村
の
「
引
揚
げ
」
文
学
・
記
録
に
関
す
る
論
で
は
「
引
揚
げ
小
説
」
、「
引

揚
げ
精
神
」
と
い
う
用
語
が
出
て
き
た
が
、「
引
揚
げ
文
学
」
は
出
て
こ
な
い
。

川
村
よ
り
前
の
研
究
で
も
こ
の
用
語
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。
朴
が
は
じ
め
て

「
引
揚
げ
文
学
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
朴
の
論
は
、
引
揚

げ
に
か
か
わ
る
文
学
研
究
の
重
要
性
を
示
し
、
戦
後
の
日
本
文
学
を
考
え
る

新
た
な
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。

引
揚
げ
文
学
の
定
義
に
か
か
わ
る
引
用
の
中
に
は
、「
表
現
者
た
ち
」
と
「
試

み
」
と
二
つ
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
朴
の
論
か
ら
考
え
て
み
る
と
、「
表
現

者
た
ち
」
は
、「
戦
後
文
学
に
引
揚
げ
体
験
お
よ
び
引
揚
げ
体
験
の
後
遺
症
と

で
も
呼
ぶ
べ
き
素
材
を
取
り
扱
っ
た
人
た
ち
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。「
試

み
」
と
い
う
の
は
、
戦
後
文
学
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
表
現
者
た
ち
の
書
い
た

文
学
作
品
を
指
す
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
表
現
者
」
と
い
う
用
語

は
本
田
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
本
田
の
い
う

「
表
現
者
」
の
意
味
と
や
や
違
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
田
の
場
合
、
作

家
、
漫
画
家
、
脚
本
家
と
い
ろ
い
ろ
な
職
業
を
含
ん
で
い
る
。
朴
の
場
合
は
、

「
彼
ら
の
試
み
を
「
引
揚
げ
文
学
」
と
命
名
し
て
お
き
た
い
」
と
あ
る
か
ら
、

表
現
者
と
呼
ば
れ
る
「
彼
ら
」
は
、
文
学
作
品
を
書
く
作
家
だ
け
に
限
定
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
朴
の
研
究
は
引
揚
げ
文
化
人
に
お
け
る
「
文
学

者
」
の
こ
と
を
注
目
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
、
引
揚
げ
文
学
は
こ
れ
ま
で
戦
後
文
学
の
一
環
と
し
て
、
注
目
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
研
究
は
戦
争
文
学
や
、
植
民

地
文
学
に
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
類
と
一
緒
に
取
り
扱
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
引
揚
げ
は
、
戦
争
中
或
い
は
植
民
地
支
配
と
異
な
っ
た

性
質
を
持
っ
て
い
る
。
戦
争
中
な
ら
、
日
本
は
支
配
者
の
立
場
で
あ
っ
た
が
、

敗
戦
後
、
引
揚
げ
を
始
め
た
時
、
日
本
或
い
は
引
揚
げ
を
体
験
す
る
日
本
人

は
戦
争
に
よ
る
「
被
害
者
」
に
な
っ
た
。
身
体
的
な
移
動
の
ほ
か
、
心
理
的
、

立
場
的
移
動
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
文
学
作
品
で
も
こ
の
よ
う
な
変

化
が
現
れ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。

尾
崎
は
、
作
家
た
ち
の
体
験
に
注
目
し
た
。
川
村
は
、「
引
揚
げ
精
神
」
と

い
う
こ
と
を
指
摘
し
、
「
「
個
人
」
を
守
ろ
う
と
す
る
気
概
で
あ
り
、
一
切
の

通
念
や
常
識
や
制
度
的
な
思
考
を
本
質
的
に
は
信
じ
て
な
い
と
い
う
態
度
」

で
あ
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、「
引
揚
げ
文
学
」
と
い
う
用
語
を
は
じ
め
て
使
っ
た
の
は
朴
で

あ
る
。
私
は
、
朴
の
論
文
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
引
揚
げ
文
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学
を
考
え
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

Ⓐ

朴
の
定
義
で
は
、
文
学
者
の
引
揚
げ
に
関
わ
る
文
学
作
品
を
「
引
揚
げ

文
学
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
膨
大
な
数
が
あ
る
体
験
記
を
ど
う
取
り

扱
う
の
か
に
つ
い
て
、
言
及
し
な
か
っ
た
。
私
は
「
引
揚
げ
文
学
」
を

考
え
る
時
、
体
験
記
、
す
な
わ
ち
「
実
録
」
の
位
置
づ
け
問
題
も
含
め

て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

Ⓑ

朴
の
論
文
は
「
引
揚
げ
文
学
」
概
念
の
不
在
を
指
摘
す
る
こ
と
に
重
点

が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
概
念
に
つ
い
て
、
個
々
の
作
品
を
考
察
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
検
討
し
直
す
必
要
が
あ
る
と
私
は
思
う
。

Ⓒ

「
引
揚
げ
と
女
性
」
つ
い
て
、
朴
は
成
田
の
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
引

揚
げ
を
め
ぐ
る
体
験
記
の
多
く
は
女
性
た
ち
に
よ
る
も
の
と
指
摘
し
て

い
る
。
ま
た
「
引
揚
げ
文
学
」
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
も
提
示
し

て
い
る
。
こ
れ
も
、
個
々
の
作
品
、
個
々
の
主
人
公
の
描
写
に
基
づ
い

て
、
検
討
を
始
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

「
引
揚
げ
文
学
」
と
い
う
大
き
な
課
題
に
は
、
数
多
く
の
小
課
題
が
含
ま

れ
て
い
る
。
引
揚
げ
文
学
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ル
分
け
、
作
品
解
読
、
引
揚
げ

作
品
と
作
家
の
関
係
と
い
っ
た
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
関
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、「
引
揚
げ
文
学
」
の
定
義
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
言
で
ま
と
め
ら
れ

な
い
と
私
は
考
え
る
。
川
村
や
朴
の
研
究
で
は
、「
引
揚
げ
体
験
手
記
・
記
録
」

類
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
引
揚
げ
を
題
材
と
し
た
文
学

作
品
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
が
、
膨
大
な
数
が
あ
る
引
揚
げ
体
験
記
録
・
手

記
の
位
置
づ
け
問
題
に
ま
だ
注
目
し
て
い
な
い
。

引
揚
げ
の
体
験
記
と
文
学
作
品
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
の
か
に
つ
い
て
、

そ
の
境
界
線
は
簡
単
に
指
摘
で
き
な
い
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
芸
術
作
品

（
小
説
）
と
記
録
・
手
記
を
区
別
す
る
問
題
だ
と
い
っ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ

る
。
こ
こ
で
文
学
作
品
と
体
験
記
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
簡
単
に
ま

と
め
て
み
る
。

ま
ず
、
小
説
か
ら
見
て
お
こ
う
。
小
説
を
構
成
す
る
要
素
は
一
般
的
に
「
背

景
」
、
「
人
物
」
、
「
事
件
」
の
三
つ
が
あ
る
。
し
か
も
、
小
説
は
芸
術
作
品
で

あ
る
た
め
、
必
ず
作
家
の
創
作
に
よ
る
芸
術
的
要
素
が
入
っ
て
い
る
。
事
件

の
伏
線
、
山
場
、
終
結
部
が
作
品
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
も
、
登
場
人
物
の
心
理
描
写
も
よ
く
作
中
に
描
か
れ
て
い
る
。

読
者
は
作
品
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
自
然
に
分
か
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
作
家
は
芸
術
制
作
の
手
法
で
読
者
に
こ
の
物
語

は
虚
構
の
も
の
だ
と
分
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
物
語
を
通
じ
て
、

読
者
た
ち
に
共
感
さ
せ
る
も
の
は
小
説
だ
と
い
え
る(

21)

。

一
方
、
体
験
記
の
方
は
ど
ん
な
形
に
な
る
の
か
。
一
つ
の
例
を
挙
げ
て
見

て
お
こ
う
。
梁
禮
先
・
矢
野
一
弥
『
満
洲
鎮
魂
』（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
二

〇
〇
一
年
一
月
）
は
、
矢
野
一
弥
の
口
述
を
梁
禮
先
が
筆
記
し
て
ま
と
め
た

体
験
談
で
あ
る
。
中
で
は
矢
野
の
生
い
立
ち
か
ら
、
戦
後
五
〇
年
ぶ
り
に
ま

た
、「
満
洲
」
に
墓
参
り
に
行
っ
た
こ
と
を
細
か
く
記
録
し
て
い
る
し
、
さ
ら

に
各
年
代
の
写
真
や
地
図
も
掲
載
し
て
、
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
の
「
序
」
と
「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
、
こ
の
体
験
談
を
書
く
経
緯
、
経

験
者
の
証
言
な
ど
を
は
っ
き
り
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
ま
で
体
験
手
記
は
ほ
と

ん
ど
こ
の
よ
う
な
形
で
あ
る
。
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小
説
と
体
験
記
の
狙
い
（
出
発
点
）
を
言
っ
て
み
る
と
、
一
般
的
に
作
家

は
作
品
を
通
じ
て
、
人
生
に
か
か
わ
る
深
層
問
題
を
述
べ
た
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
体
験
記
を
書
く
人
は
、
つ
ね
に
過
去
の
時
代
を
回
想
し
て

い
る
姿
勢
が
見
え
る
。
そ
の
た
め
、
体
験
記
は
ほ
ぼ
過
去
の
体
験
を
通
じ
て
、

「
平
和
を
祈
念
」「
不
戦
へ
の
祈
り
」
な
ど
を
着
目
点
と
す
る
。
つ
ま
り
今
の

時
代
で
過
去
の
こ
と
を
振
り
返
り
、
さ
ら
に
未
来
を
祈
る
の
で
あ
る
。
両
者

の
出
発
点
は
異
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
叙
述
か
ら
見
る
と
、
体
験
記
は
お
お
む
ね
時
間
軸
に
そ
っ
て
、
語

っ
た
も
の
が
多
い
。
つ
ま
り
、
自
分
の
経
歴
を
そ
の
ま
ま
年
代
順
に
よ
っ
て

記
録
す
る
も
の
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
文
学
作
品
は
そ
の
傾

向
は
強
く
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
文
学
作
品
は
時
間
的
な
表
現
が
弱

い
と
は
い
え
な
い
が
、
大
多
数
の
作
品
で
は
、
記
録
の
よ
う
に
時
間
順
の
強

い
表
現
は
少
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
に
基
づ
き
、
引
揚
げ
に
か
か
わ
る
文
章
に
つ
い
て
、
文
章
の
表
現
・

描
写
に
お
け
る
違
い
を
心
が
け
て
検
討
す
べ
き
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ

ま
で
、「
文
学
と
実
録
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
分
け
の
問
題
は
ま
だ
論
じ
ら
れ
て

い
な
い
。
同
じ
事
件
、
同
じ
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
「
文
学
作
品
」
と
「
実
録
」

を
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
た
世
界
は
同
じ
か

ど
う
か
、
文
学
的
に
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
問
題
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

四
、
今
後
の
展
望

引
揚
げ
の
「
悲
惨
さ
」
の
原
点
は
戦
争
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

佐
藤
の
い
う
よ
う
に
、
戦
争
は
生
き
の
び
た
人
、
死
ん
だ
人
、
残
さ
れ
た
人

の
い
ず
れ
に
も
「
深
い
傷
」
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
祖
国
に

引
揚
げ
て
き
た
人
が
ど
の
よ
う
に
戦
争
を
ふ
り
か
え
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

戦
争
は
彼
ら
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
に

位
置
付
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
引
揚
げ
体
験
・
戦
争
体
験
は
引
揚
げ
者
た

ち
の
人
生
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
て
、
こ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
に
作
品
の
中

に
反
映
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
な
ど
「
引
揚
げ
者
と
戦
争
」
間
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
引
揚
げ
文
学
作
品
の
中
に
「
戦
争
」
が
ど
の
よ
う
に
表
れ

て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は
、
引
揚
げ
文
学
全
体
に
対
し
て
、
軽
視
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
問
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

具
体
的
に
い
え
ば
、
文
学
作
品
に
登
場
さ
れ
た
人
物
の
中
に
女
性
、
少
年

が
多
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
女
性
や
少
年
が
文
学
作
品
の
主
役
に
な
っ
て
い
る

の
か
と
い
う
と
、
引
揚
げ
途
中
に
男
性
が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
、
「
引
揚
げ
」

後
の
男
性
は
生
活
に
翻
弄
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

女
性
や
子
供
と
い
う
、
元
々
社
会
の
主
力
で
は
な
い
人
が
、
引
揚
げ
作
品
で

主
役
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
弱
者
の
目
か
ら
、「
戦
争
」

を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
の
か
、
文
学
作
品
で
は
、
ど
う
描
か
れ
て

い
る
の
か
は
、
検
討
・
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

女
性
主
人
公
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
、
ま
ず
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
今
後
は
そ
の
作
業
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
。
引
揚
げ
と

い
う
大
き
な
背
景
の
下
で
、
作
品
に
お
け
る
女
性
主
人
公
の
有
り
様
を
探
求
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す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
引
揚
げ
体
験
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

<

注>

(

1)

厚
生
省
社
会
・
援
護
局
編
『
援
護
五
十
年
史
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
年
三

月)

ほ
か
、
若
槻
泰
雄
『
戦
後
引
揚
げ
の
記
録
』（
時
事
通
信
社
、
一
九
九
五
年
十
月
）

も
参
考
に
し
た
。

(

2)

こ
れ
ま
で
読
ん
だ
引
揚
関
係
の
作
品
を
見
渡
す
と
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
と
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

(

3)

梅
田
博
「
抑
留
同
胞
・
引
揚
げ
の
概
観
と
諸
問
題
」
（
「
政
治
経
済
」
一
九
五
一

年
九
月
号
）

「
い
ま
だ
帰
ら
ざ
る
三
十
四
万
人―
引
揚
げ
問
題
の
実
態
を
つ
く
」（
「
地
上
」
一
九

五
一
年
十
一
月
号
）
な
ど
の
歴
史
関
係
の
論
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(

4)

こ
れ
ま
で
、
こ
の
種
の
「
目
録
」
が
極
簡
単
な
も
の
が
あ
る
が
、
ま
と
ま
っ
た

形
の
も
の
は
な
い
。

(

5)

解
説
に
は
、
高
杉
と
森
繁
の
手
記
に
つ
い
て
、
一
部
抜
粋
し
て
収
録
し
て
い
る

こ
と
が
言
及
し
て
い
る
が
、
ほ
か
の
作
品
に
つ
い
て
明
言
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

作
品
ご
と
に
確
認
す
る
と
、
こ
の
二
作
の
ほ
か
、
会
田
、
藤
原
の
作
も
一
部
分
だ
け

抜
粋
し
て
、
収
録
し
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。

(

6)

こ
の
全
集
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
作
品
の
一
部
だ
け
で
あ
る
。

(

7)

「
発
刊
に
寄
せ
て
」
に
は
「
新
聞
紙
上
を
借
り
て
全
国
に
体
験
手
記
の
募
集
を

呼
び
か
け
る
と
大
反
響
を
う
け
、…

」
と
あ
る
が
、
新
聞
名
は
明
確
に
書
い
て
い
な

い
。

(

8)

具
体
的
な
募
集
期
間
は
示
し
て
い
な
い
。

(

9)

初
版
表
示
な
し
。

(

10)

な
お
、
集
英
社
よ
り
二
〇
一
一
年
六
月
か
ら
「
戦
争
＊
文
学
」
シ
リ
ー
ズ
が
刊

行
さ
れ
始
め
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
七
月
刊
行
さ
れ
た
「
さ
ま
ざ
ま
な
８
・
１
５
」

巻
で
は
、
引
揚
げ
関
係
作
品
が
四
篇
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(

11)

最
初
は
「
週
刊
読
書
人
」
（
一
九
六
九
年
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(

12)

つ
ま
り
、「
貧
し
い
ゆ
え
に
外
地
に
逃
れ
、
そ
の
土
地
で
他
民
族
に
対
し
て
支
配

階
級
の
立
場
に
立
つ
」
と
い
う
こ
と
を
指
す
。

(

13)

彼
ら
の
人
生
の
中
で
は
、「
故
郷
」
と
い
う
概
念
は
、
失
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
彼
ら
は
、
満
洲
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
背
負
っ
た
ま
ま
、
戦
後
に
生
き
て
い
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
と
私
は
思
う
。

(

14)

た
と
え
ば
、「
引
揚
げ
と
先
行
す
る
移
動
の
関
係
」
、「
引
揚
げ
の
路
線
の
多
様
化
」
、

「
引
揚
げ
の
形
態
の
多
様
化
」
な
ど
を
提
示
し
て
い
る
。

(

15)

そ
れ
ぞ
れ
藤
原
て
い
『
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
』
、
牛
島
春
子
「
引
揚
げ
作
品

群
五
篇
」
、
望
月
百
合
子
「
い
つ
の
日
か
帰
る
夢
の
ふ
る
さ
と
」
三
篇
で
あ
る
。

(

16)

本
特
集
は
、
日
本
帝
国
崩
壊
後
の
人
の
移
動
（
引
揚
げ
を
指
す
）
を
今
日
の
視

点
か
ら
特
集
す
る
も
の
で
あ
る
。

(

17)

つ
ま
り
、「
み
な
と
」
、「
満
蒙
引
揚
文
化
人
」
、「
河
畔
」
、「
雲
」
、「
文
話
」
、「
作

文
通
信
」
、
「
作
文
」
と
い
う
七
点
の
雑
誌
で
あ
る
。

(

18)

具
体
的
に
ど
う
い
う
辞
典
や
研
究
書
を
参
考
に
し
た
の
か
朴
は
明
言
し
て
い
な

い
。

(

19)

広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下(

一
九
四
五
年
八
月)

と
い
う
不
条
理
で
未
曽
有
の

悲
劇
を
記
録
し
、
鎮
魂
し
、
被
爆
者
の
そ
の
後
の
運
命
を
た
ど
り
、
あ
る
い
は
、
核

戦
争
の
危
機
を
内
包
し
た
世
界
秩
序
の
擬
制
の
内
に
、
現
代
人
の
置
か
れ
た
本
質
的

状
況
、
作
家
の
想
像
力
の
根
源
に
あ
る
べ
き
も
の
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
文
学
全
般

を
指
す
。

(

20)

戦
争
に
反
対
す
る
文
学
全
般
を
指
す
。

(

21)

引
揚
げ
関
係
の
文
学
作
品
は
安
部
公
房
『
終
り
し
道
の
標
べ
に
』
（
真
善
美
社
、

一
九
四
八
年
十
月
）
、
木
山
捷
平
『
大
陸
の
細
道
』（
新
潮
社
、
一
九
六
二
年
七
月
）
、

宮
尾
登
美
子
『
朱
夏
』
（
新
潮
社
、
一
九
八
五
年
、
六
月
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
作
家
た
ち
が
自
分
の
体
験
を
元
に
し
て
、
文
学
的
手
法
で
制
作
し

た
虚
構
な
も
の
と
見
ら
れ
る
。

主
指
導
教
員
（
鈴
木
孝
庸
教
授
）
、
副
指
導
教
員
（
橋
谷
英
子
教
授
・
広
部
俊
也
准
教

授
）


